
2019年の第2回開催で延べ44万⼈以上が来場したアート・⾳楽・⾷ の総合芸術祭
『Reborn-Art Festival 2021-22』記者発表会にて、アート作品展⽰エリアと

⼤友良英、オノ・ヨーコ、岩根愛など参加アーティスト22組を発表！
森本千絵×WOW×⼩林武史による、Bank Bandの楽曲「forgive」をモチーフにしたアート

作品も制作中！コロナ禍での開催に向けて、徹底した感染対策とマイクロツーリズムも推進！

2021年6⽉22⽇
Reborn-Art Festival実⾏委員会 / ⼀般社団法⼈APバンク

報道関係各位

本⽇6⽉22(⽕)、⽯巻市からは本イベントの実⾏委員⻑の齋藤正美⽯巻市⻑、宮城県庁からは名誉実⾏委員⻑の村井嘉浩宮城県知事、東京か
らは夏会期アートキュレーターの窪⽥研⼆と実⾏委員⻑の⼩林武史が登壇し、各会場をオンラインで繋いで「Reborn-Art Festival 2021-
22 」記者発表会を⾏い、8⽉11⽇からの開催に向けたメッセージと各コンテンツの最新情報を発表致しました。
キュレーター窪⽥研⼆からは、各エリアの参加アーティスト22組と今回初の作品展⽰エリアの⼥川町について、⼩林武史からは、テーマ
「利他と流動性」に込めたメッセージとBank Bandの楽曲「forgive」をモチーフにしたインスタレーション作品展⽰の発表、さらに⾷の新
たなコンテンツと、⽯巻を代表する料理⼈達によるフードディレクター3名を紹介させて頂きました。本⽇から作品鑑賞パスポートの前売
販売がスタートし、開催に向けて続々と詳細が決定しています。⽯巻市街地と牡⿅半島、⼥川町の各エリアで作品が豊かな⾃然とともに彩
られる今年の「Reborn-Art Festival 2021-22」に是⾮ご期待ください。また、今回はコロナ禍での開催となるため、感染対策を徹底し安⼼
してご来場頂けるフェスティバルの開催と、マイクロツーリズムを推進し地元の皆さまにより楽しんで頂くための「宮城県⺠パスポート」
の発売も発表致しました。本芸術祭を⼀緒に作り上げてくれる、ボランティアサポーター「こじか隊」と、開催地域に住まわれている⽅を
対象としたアルバイトスタッフも随時募集致します。また、 「Reborn-Art Festival 2019」を完全収録した公式記録集『リボーンアート・
フェスティバル2019 公式記録集―いのちのてざわり』の発売が6⽉25⽇に決定しました。本書のために⾏われた美術批評家・椹⽊野⾐⽒と
⼩林武史の対談も必読です。
今後も、「Reborn-Art Festival 2021-22」のオフィシャルサイト、SNSでは、随時最新情報を発表していきます。 是⾮ご注⽬ください。
「Reborn-Art Festival」について
リボーンアート・フェスティバルとは、2017年に宮城県⽯巻市・牡⿅半島を中⼼に51⽇間にわたって初めて開催され、豊かな⾃然を舞台に地元の
⼈々と作りあげた、「アート」「⾳楽」「⾷」を楽しむことのできる新しい総合芸術祭です。
⽯巻・牡⿅地区は、東⽇本⼤震災で⼤きな被害を受けた地域の⼀つです。ここに、国内外の現代アーティストが訪れ、地域と触れ合いながらアート作
品をつくったり、さまざまなスタイルの⾳楽イベントがあったり、⽇本各地から集まった有名シェフたちが地元の⼈・⾷材と出会い、ここでしか味わ
えない⾷を提供したりと、たくさんの「出会い」を⽣み出す場となります。その「出会い」がきっかけとなり、地域復興や振興につながる様々な循環
を⽣み出すことを⽬指しています。

【広報データ】RAF2021-22ロゴ・キービジュアル / ART参加アーティスト写真 / フードディレクター・コーディネーター写真 / ⼩林武史・窪⽥研⼆写真データ / 常設作品データ



[名誉実⾏委員⻑ 村井嘉浩宮城県知事からのメッセージ]

２０１９年に続き、「Reborn-Art Festival 2021-22」が宮城県で開催されることになり、⼤変嬉しく思います。
前回の祭典は、「アート」「⾷」「⾳楽」の総合芸術祭として、全国から約４４万⼈の⽅が宮城県、⽯巻地域を
訪れ、東⽇本⼤震災からの復興の姿を発信することができました。
今回の祭典では、新たな作品展⽰エリアとして⼥川町が加わるなど、新しい試みを取り⼊れており、前回以上に
アートや⾳楽が、⼈々の⽣きがいや将来の夢へつながる「⼼の復興」に向けた⼤きな⼒になるものと強く感じて
おります。
コロナ禍の中での開催ではありますが、更にスケールアップした祭典へ、是⾮、⾜をお運びいただきお楽しみく
ださい。

[実⾏委員⻑ 齋藤正美⽯巻市⻑からのメッセージ]

今回で第３回⽬の本祭となります「Reborn-Art Festival 2021-22」は「利他と流動性」をテーマに掲げ、東⽇本
⼤震災から１０年という節⽬での開催となります。私の座右の銘は「忘⼰利他」でございまして、このテーマには
⼤変共感をしております。
今は新型コロナウイルス感染症のまん延により多くの活動に制限がある中ではありますが、会場では検温、ソー
シャルディスタンスの確保、⼈数制限などの対策を講じておりますので、御来場の際はマスクの着⽤や⼿指の消毒、
接触確認アプリの活⽤など感染拡⼤防⽌対策への御協⼒をお願いいたします。
新型コロナの感染状況にも柔軟に対応しつつ、関係者⼀丸となって、万全の態勢でお迎えできますよう、鋭意取り
組んでまいりますので、皆さま、どうぞ本芸術祭に⾜をお運びください。



震災から10年の⽉⽇が経った被災地でも新型コロナウイルスの影響による移動⾃粛モードが続いている。
「リボーンアート・フェスティバル」を作り出していく過程で、⼤きなネガティブな出来事があったからこそ⽣まれた新たな出会いと化学
反応。それは、⾃然の流動性の様（さま）を傍らで感じながら、⽣命が胎動するような実感「いのちのてざわり」を⽣み出していった。
そしてそれも永遠ではなく、流動性と共にある。
安定しない地盤や多くの⽔害に昔から悩みや不安を抱えながら⼈々が⽣きてきた、不安定な流動性を抱えた場所。
しかし、だからこそ、その都度振り出しに戻ったり、弱者の視点に⽴ったりするなかで、何に向かって何を感じて⽣きていくのか̶̶
⼈類が⽂明というものを⽣み出す⼤元に⽴ち返るような⼼の動きが流動性のなかに潜んでいるのではないか。

コロナ禍の状況も踏まえてはっきりと輪郭を持ち始めた⾔葉がある。それが「利他」。

「利他的なセンス」は今、その定義が漢字の持つ意味合いよりも曖昧だが、さらに広く捉えられ、全体とのつながりをイメージしていくよ
うな⾔葉としても機能している。持てる者が持てない者に物質的な施しを与えるというようなことには留まらない、慈善活動のような思い
には留まらない、共に⽣きるという視点がそこにあると思う。さらにそれは、⼈間社会にも留まらない「⼈間も⾃然の⼀部である」という
認識も含めて、⾃⼰と他者の境界を流動性で捉えていくというイメージも起こさせる。
⽣き物というのは個より種を⼤切にするように進化して、⼈間だけが初めて種よりも個の⾃由を選ぶようになった。
それが、ひいては「利⼰」を増幅するという結果を招いている。
個の⾃由は進化のためにも必要で、⼈種やジェンダー 、障害の有無など様々な⾯で今はそれがより開かれてきている。だからこそ、わたし
たちは「利他的なセンス」 を取り⼊れる必要がある段階にきていると思う。

奇しくもウイルスからも教わることになった「⼈間は⾃然の⼀部である」ということが、サステナビリティへの想いを後押ししてくれるよ
うになった。SDGsやESG投資などを意識している経済や企業の指針にしても、世界がだんだん変わろうとしているのを感じる。
そこに実感を⾒出していくために、こういった芸術祭が必要なのだと思う。
そこで思い出されるのはやはり震災直後の、東北の⼈々の繋がりのなかに⽣まれていった利他の思いだ。あの時、流動性とともに利他のセ
ンスが爆発的に増えていた。
震災から10年を経た今、コロナ時代のなか、⼈間が知りえること、コントロールできることなどたかが知れていると⾃戒の念を持つに⾄っ
た今、⾃然の、宇宙の⼀端であることとつながりを想像⼒と創造性で補って、描いて、喜びを持って、楽しんで、記憶に残していくことが
「リボーンアート・フェスティバル」の役割なのではないかと感じている。

利他と流動性。
それは表現の新たな動きと場を作ると思う。

リボーンアート・フェスティバル実⾏委員⻑ ⼩林武史

テーマ：利他と流動性
東⽇本⼤震災から 10 年という節⽬に、これまで同様に地域の内側からの復興と新たな循環を⽣み出すという⽬的の集⼤成を⽬指し、利⼰
ではなく周りを思いやる⼼ 「利他」と、流動性の中で新しい⽇常や本質を形作っていく想像⼒や関係性に改めて向き合う意味を込めた。



エリア 説明 展⽰会場とアーティスト

⽯巻市街地
エリア

地元⽯巻の皆さまにも馴染み深い、元銭湯やスケート場、⽯巻を訪れ
る⼈が必ず⾜を運ぶ⽇和⼭公園や⽯ノ森萬画館も会場となります。

● 旧観慶丸商店 ： 廣瀬智央
● 旧千⼈⾵呂 ： 邱和宏、⼤友良英、⽚⼭真理
● ⽇和⼭公園（旧レストランかしま）： ⾬宮庸介
● 旧つるの湯／旧サウナ⽯巻 ： MES、⻄尾康之、マユンキキ、⽚⼭真理
● ⽯ノ森萬画館 ： 髙橋匡太
● プレナミヤギ アイススケート場 ： バーバラ・ヴァーグナー＆ベンジャミン・デ・ブルカ

⼥川
エリア

新たに加わった⼥川会場。
温泉施設の⼊った坂茂設計の駅舎と海が⾒えるまちづくりが特徴です。
⼥川駅前から海に向かって徒歩圏内に作品が点在します。

● ⼥川駅前広場 ： 会⽥誠
● ⼥川町海岸広場周辺 ： オノ・ヨーコ、加藤翼

桃浦
エリア

牡⿅半島の最初の作品エリアです。
牡蠣の養殖が盛んな漁村に残る旧荻浜⼩学校が会場となります。

● 旧荻浜⼩学校 ： 篠⽥太郎、サエボーグ、森本千絵×WOW×⼩林武史、岩根愛、SWOON

<常設作品>
⼋⼤⿓王碑付近 ： 久住有⽣ 「淡 (あわ)」
旧荻浜⼩学校校庭 ： ⾦⽒徹平 「ボイルド空想 (マテリアルのユーレイ / ⽯巻）#1、#2、#3、#4

荻浜
エリア

牡蠣の養殖場を抜けて現れるホワイトシェルビーチ。
これまでも⾷とアートの拠点としておなじみですが、今回新しい⾵景
と出会う会場が増えました。

● ⽻⼭姫神社、ホワイトシェルビーチへの⼩径 ： ⼩林万⾥⼦
● ホワイトシェルビーチ周辺 ： ⽚⼭真理
● 洞窟 ： 布施琳太郎
● 荻浜灯台 ： 狩野哲郎

<常設作品>
ホワイトシェルビーチ ： 名和晃平 「White Deer(Oshika)」

⼩積
エリア

⾷⾁処理加⼯施設 FERMENT[フェルメント]のある⼩積エリアでは、
RAF2019 に⼩積で展⽰した志賀理江⼦が、継続してプロジェクトを⾏
なっています。

● フェルメント周辺 ： 志賀理江⼦

鮎川
エリア

前回までの常設作品の展⽰となります。 <常設作品>
コバルト荘跡地の下 ： 島袋道浩「⽩い道」
ホテルニューさか井：吉増剛造「room キンカザン」

【ART】「RAF2021-22」夏会期キュレーターは、窪⽥研⼆。
想像⼒を共有する場としてのフェスティバルを⽬指し、今年初めて⼥川エリアも加わり全5会場で作品が展⽰されます。

窪⽥研⼆ KENJI KUBOTA
上野の森美術館、⽔⼾芸術館現代美術センター学芸員を経て2006年よりインディペンデント・キュレーターとして活動。 2012年−2016年、筑波⼤学芸術系准教授
として創造的復興プロジェクトに参加。 政治、経済といった社会システムにおいてアートが機能しうる可能性をアーティストや⼤学、企業などと協働し、様々な
⽂化的フォーマットを⽤いて試みている。
「X-color グラフィティ in Japan」(⽔⼾芸術館現代美術センター､2005年)､「マネートーク」(広島市現代美術館、2007-2008年)、「六本⽊クロッシング 2010−
芸術は可能か？」(森美術館、2010年)､「Donʼt Follow the Wind」(福島の帰還困難区域内某所、2015年-)、「Asian Art Biennale」(国⽴台湾美術館、2017-2018年)
他、国内外の展覧会キュレーションを多数⼿がける。現在、学習院⼥⼦⼤学⾮常勤講師、川村⽂化芸術振興財団理事。



【MUSIC】

今年3⽉、東⽇本⼤震災から10年⽬という節⽬に⽣まれた、Bank Band 5作⽬のオリジナル
楽曲「forgive」をモチーフにした、森本千絵 × WOW × ⼩林武史によるインスタレーショ
ン作品が、桃浦エリア・旧荻浜⼩学校体育館にて展⽰決定！

森本千絵 CHIE MORIMOTO
1976年⻘森県三沢市で産まれ、東京で育つ。武蔵野美術⼤学視覚伝達デザイン学科を経て博報堂⼊社。2007年、もっとイノチに近いデザインもして
いきたいと考え「出会いを発⾒する。夢をカタチにし、⼈をつなげる」をモットーに株式会社goen°を設⽴。現在、⼀児の⺟としてますます精⼒的に
活動の幅を広げている。
「niko and...」の菅⽥将暉・⼩松菜奈のビジュアル制作、演出、SONY「make.believe」、「組曲」のCM企画演出、サントリー東⽇本⼤震災復興⽀援
CM「歌のリレー」の活動、2017年〜2019年Reborn-Art Festival×Tカードによる「⽯巻の⼦どもたちとアートを作ろう」プロジェクトのディレクショ
ンやワークショップ、⼭⽥洋次監督『男はつらいよ50 お帰り寅さん』に続き今夏公開予定の『キネマの神様』の広告や劇中画などを⼿掛けている。

WOW
東京、仙台、ロンドン、サンフランシスコに拠点を置くビジュアルデザインスタジオ。CMやコンセプト映像など、広告における多様な映像表現から、
さまざまな空間におけるインスタレーション映像演出、メーカーと共同で開発するユーザーインターフェイスデザインまで、既存のメディアやカテゴ
リーにとらわれない、幅広いデザインワークをおこなっている。

⼩林武史 TAKESHI KOBAYASHI
⾳楽家、ap bank代表理事。⽇本を代表する数多くのアーティストのレコーディング、プロデュースを⼿掛ける。映画⾳楽においても『スワロウテイル』
『リリイ・シュシュのすべて』を⼿掛けるなど数々の作品を⽣み出す。2003年に⾮営利組織「ap bank」を設⽴。環境プロジェクトに対する融資から始
まり、野外⾳楽イベント「ap bank fes」の開催や東⽇本⼤震災などの被災地⽀援を続けている。千葉県⽊更津市で農場も運営し、「⾷」の循環を可視化
するプロジェクトも進めている。東⽇本⼤震災復興⽀援の⼀環としてスタートしたリボーンアート・フェスティバルでは実⾏委員⻑および制作委員⻑を
務め、2017年にはビジュアルデザインスタジオWOWとバルーン・アーティストDAISY BALLOONとのインスタレーション作品《D・E・A・U》を制作。

他、オンラインを含めた⾳楽イベントの開催も計画中です。詳細は、改めて発表させて頂きます。



【FOOD】
⽯巻地域は海・⼭・⼤地の豊かな⾷資源に恵まれています。リボーンアートフェスティバルでは⽣産者・料理⼈とともにそうした⾷材・⾷⽂化に丁寧に
アプローチしてきました。RAF2017では⽬⿊浩敬、RAF2019ではジェローム・ワーグ、原川慎⼀郎がフードディレクターを務めましたが、今回はより
地域に軸⾜を移し、地域を代表する⾷の担い⼿によって⾷を巡る体験を提供します。
全国の著名な料理⼈、地元の飲⾷店や⽣産者ら⾷のアーティストたちが彩るのは変わりません。

フードディレクター
阿部 司 TSUKASA ABE
割烹滝川（⽯巻）店主 /  1972年⽣まれ。宮城県⼥川町出⾝。
調理し専⾨校卒業後、関東⽅⾯で修⾏。帰郷し、家業の⽔産加⼯事業に従事しながら、滝川の調理部を兼務。2011年、滝川4代⽬に就任。⼩中学校で郷⼟料理の授業
を⾏うなど、地元の⾷⽂化を保存、発信する活動を⾏なっている。⽯巻の⾝近な郷⼟料理を伝える『たべる つくる ⽯巻』（春秋版/秋冬版）のレシピの聞き取り、調
理再現を担当。⽯巻芽⽣会会⻑。

阿部久利 HISATOSHI ABE
松⽵（⽯巻）店主 /  1972年⽣まれ。宮城県⽯巻市出⾝。
⽯巻市の⽼舗旅館「阿部新旅館」の14代⽬として⽣まれる。明治⼤学卒業後、服部栄養専⾨学校を経て「⽇本料理菱沼」（東京・三⽥）にて調理技術とワインの知識
を学ぶ。その後、数件の料理店で研鑽を積み、2001年に家業を継ぐために帰郷。2007年に「松⽵」店主に就任。先代からの味を継承しつつ、地元の⾷材を積極的に
取り⼊れ、素材の魅⼒を最⼤限伝えるべく⽇々チャレンジを続けている。

今村正輝 MASATERU IMAMURA
いまむら（⽯巻）店主 /  1981年⽣まれ。千葉県松⼾市出⾝。
⼤学卒業後、世界中を旅して周り、多くの経験と⼈、料理に出会う。帰国後、那須の旅館や東京の和⾷店に勤め、2011年5⽉に、震災ボランティアとして⽯巻へ。
街中や⽣産現場でのボランティアを経て、2013年4⽉に「いまむら」をオープン。「⽣産者と共につくる料理」というテーマを掲げ、⽇々の仕⼊れにおいては漁など
にも同⾏し、⾷材のストーリーや⽣産者の思いを料理と共に伝えている。

コーディネーター
菊池博⽂ HIROFUMI KIKUCHI
岩⼿県⼭⽥町出⾝。
ANAホテル東京、フォーシーズンズホテル東京、グッチ・ジャパンを経て、2001年星野リゾートへの転職を機に軽井沢に移住する。軽井沢ホテルブレストンコート
のブライダル開発を経て、2011年に開業した『ユカワタン』⽴ち上げを担当。2015年『noma Tokyo Mandarin oriental 』における⻑野県⾷材の調達を担当。
2016年星野リゾートを退職、同年にプロデュースした『もうひとつのdaidokoro』はグットデザイン賞を受賞する。
2018年『H3 Food Design』を起業し、⽇本の地⽅から、ガストロノミーを起点としたソーシャルデザインに取り組んでいる。J.S.A認定ソムリエ・調理師免許・フー
ドツーリズムマイスター取得。



FOOD｜コンテンツ

セッションディナー
⽯巻を代表する飲⾷店の料理⼈と全国の著名な料理⼈が、⽯巻・宮城の⾷材を使ってセッション。⾷材の知識や調
理技術を交換し合い、新たな学びや未来へ向けた繋がりを⽣むとともに、お客様にこの地の⾷の豊かさと、料理を
通じた喜びと幸せを体感していただきます。

リボーンアート・
ダイニング

⽯巻の旬の⾷材を使い、⽯巻から発信したい⾷材の魅⼒や環境の課題を盛り込んだ⼀⽫を提供。宮城県内に留まら
ず東北や全国からゲストシェフを招き、刺激的で美味なる料理を次々と⽣み出し、訪れた⼈に驚きと喜び、そして
気づきをもたらすダイニングです。

はまさいさい
地元の⾷材を中⼼に使った料理を供する明るく元気な⾷堂。浜を愛する⼈たちと共に、浜の⽇々の暮らしのなかで
育まれた知恵を集め、 この場所ならではの美味しさをお届けし、新たなにぎわいと出会いの場となることを⽬指し
ています。

⽯巻フード
アドベンチャー

豊かな⾃然を誇り、様々な⾷材の宝庫でもある⽯巻・牡⿅半島を、地元に精通した案内⼈とともに巡ります。参加
者⾃らの⾜で歩き、⾳や匂いを感じ取り、獲れたての⾷材を味わうことで、たくさんの発⾒や学びを得る、⾷の冒
険です。

【コンセプト】
①⽯巻の料理⼈、⽣産者、全国の著名な料理⼈たちが交わり、⽯巻の⾷の可能性を再発⾒し、広く発信していく。
②⾷を通じて持続可能な未来を思い描くための情報やヒントを共有する。
③⽯巻・宮城ならではの美味しさを来場者へ提供するとともに、新たな交流と賑わいの場を⽣む。

シンポジウム
⾷をテーマにした講演や⾳楽プログラム、⽣産者も登壇するディスカッションなどにより、参加者が多⾓的に⾷を
感じ、考える場を創出。⾷べるという⽇常的な⾏為から、持続可能な未来を思い描くための知識やヒントを得られ
る場となります。 Supported by ⽊下グループ

夜市
地元飲⾷店などが出店するナイトマーケット。各種イベントとも連動し、フードロスや未利⽤資源などの課題を組
み込むことで、参加者が持続可能な未来を体感。また出店者と会話を楽しみながら⽯巻の魅⼒を気軽に、ダイレク
トに楽しむこともできます。 Supported by ⽊下グループ
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会期中のコロナ対策について

リボーンアート・フェスティバルは牡⿅半島の広⼤なエリ
アを会場とした屋外展⽰が中⼼の芸術祭であり、もともと
密になりにくい「ニューノーマル」のイベントとしてふさ
わしい可能性を持っていると考えます。
検温はもちろん、⼈との接触をできる限り減らした運⽤を
⼼がけ、ディスタンスの確保、換気・消毒の徹底、来場者
情報の記録などの対策をとり、安⼼して楽しめるフェス
ティバルを開催します。

参考）前回本祭時鑑賞者が多かったエリアの鑑賞者密度

エリア ⾯積 滞在
時間

最も多
かった
⽇の鑑
賞者数

4㎡あた
り鑑賞
者数

①旧観慶丸商店
2階 167㎡ 0.5h 551⼈ 0.94⼈

②旧荻浜⼩学校 985㎡ 1.5h 627⼈ 0.64⼈

③ホワイト
シェルビーチ 3,600㎡ 2h 1010⼈ 0.37⼈

※①は7時間、②③は6時間開館
※①9/22、②9/21、③9/15の鑑賞者数

接触を減らし来場情報を記録するパスポート運⽤

インフォメーショ
ンにてパスポート
を提⽰

検温、
名簿への個⼈情
報記⼊

ナンバーを記載し
た当⽇有効のリス
トバンド付与

各エリアのナン
バー記⼊台帳への
ナンバー記載
リストバンドを提
⽰しアート鑑賞

※飲⾷に関しては宮城県の飲⾷店認証制度
「選ぶ！選ばれる!!みやぎ飲⾷店コロナ対策認証制度」に準じます。

⼊場時の検温

各エリアでの
来場記録

マスク着⽤

鑑賞エリア・導線
のディスタンス

換気の徹底

混雑時の⼊場制限

消毒・⼿洗い
エリアの各所設置

エリアの定期消毒

パーテーション設置

黙⾷の推奨

飲⾷席の
ディスタンス

現⾦授受における
トレー使⽤



【more information】 OFFICIAL SITE https://www.reborn-art-fes.jp
Reborn-Art Festival事務局 広報窓⼝ E-mail：press@reborn-art-fes.jp

リボーンアート・パスポート （作品鑑賞パスポート） 販売開始！
Reborn-Art Festival 2021-22 [夏会期] パスポートの販売が、本⽇6/22より販売スタート。
本パスポートで、会期中（休祭⽇を除く）何回でもアート作品の鑑賞が可能です。
ウィズコロナの在り⽅としてマイクロツーリズムが注⽬されていますが、今回我々も、
こういう時だからこそお世話になっている地元の皆様に特に楽しんでいただきたい、とい
う思いを込めて宮城県⺠パスポートを設定しました。

【ご購⼊⽅法】「オンライン」と「紙」が選べるリボーンアート・パスポート
インターネット、アプリ、店舗、インフォメーションで購⼊できます。
①インターネット［Artsticker］▶ https://bit.ly/3pC5O46
②アプリ［Artsticker］▶ https://artsticker.page.link/RAF_event_appstore
③各取扱店舗にて▶⽯巻市内、仙台市内の取扱店舗にて
「引換券」をご購⼊いただけます。
④インフォメーションにて（※会期中のみ）

券種 前売り
(6/22〜8/10販売）

当⽇
（8/11〜販売）

⼀般 \3,000 \3,500

⾼・専・⼤学⽣ \2,500 \3,000

宮城県⺠ \2,000
※価格は税込です。
※中学⽣以下、障害者⼿帳をお持ちの⽅は鑑賞無料です（有料イベントは別途条件付き）。
※宮城県⺠パスポートは、当⽇販売も同額です（前売り割引はありません）。
※リボーンアート・フェスティバルが⽤意する牡⿅半島エリアの駐⾞場代（\500/台/⽇）は、
リボーンアート・パスポートの料⾦に含まれています。

【「Reborn-Art Festival 2021-22」開催概要 】
●名称 Reborn-Art Festival 2021-22（リボーンアート・フェスティバル ニイゼロニイイチ、ニイニイ）
●会期/会場 ＜夏＞ 2021年8⽉11⽇(⽔)〜9⽉26⽇(⽇)  / 宮城県 ⽯巻市街地、牡⿅半島（桃浦、荻浜、⼩積、鮎川）、⼥川駅周辺

※休祭⽇：8⽉18⽇（⽔）、9⽉1⽇（⽔）、9⽉15⽇（⽔）
＜春＞ 2022年4⽉23⽇(⼟)〜 6⽉5⽇(⽇) / 宮城県 ⽯巻地域 ※⽇程は予定です。変更が⽣じた場合、オフィシャルサイトを更新します。

●主催 Reborn-Art Festival 実⾏委員会、⼀般社団法⼈APバンク
●共催 宮城県、⽯巻市、塩竈市、東松島市、松島町、⼥川町、株式会社河北新報社、東⽇本旅客鉄道株式会社仙台⽀社
●特別協賛 株式会社⽊下グループ
●協賛 環境ステーション株式会社、株式会社⽇⽴システムズ
●特別協⼒ Reborn-Art Festival ⽯巻実⾏委員会
●協⼒ ⽯巻専修⼤学
●助成 令和３年度⽂化庁国際⽂化芸術発信拠点形成事業


